
岩手の名水
「水分神社湧水」

今から千年以上の昔、坂上田村麻呂が
清水寺に行く時に立ち寄り

　飲んだとされる由緒ある湧水です。
住所：花巻市轟19地割122
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岩手の代表的な湧水

「やすやぎの泉」
すず

住所：北上市下江釣子１４地割地内
107

江釣子
野球場

ケミコン岩手●
●やすらぎの泉

和賀川

JR北上線
江釣子駅

指定保存泉のひとつ
現在は東屋や木橋が整備され
子供たちの水遊び場にもなっている
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この度の人事異動により、花巻税務署長を拝命いたしました佐藤でござい
ます。宮澤会長をはじめ、公益社団法人花北法人会の皆様には、日頃から税
務行政に対しまして深いご理解と多大なるご協力を賜っておりますことに、心
より感謝申し上げます。

また、花北法人会におかれましては、税知識の普及を目的とした租税教室
への講師派遣や各種説明会の実施、納税意識の高揚を目的とした税に関する
絵はがきコンクールの実施等に積極的に取り組まれており、こうした取組は納
税者の皆様の税に対する理解向上に大きく貢献するものであり、改めて感謝申
し上げます。

さて、国税庁の使命である「納税者の自発的な納税義務の履行を適正かつ
円滑に実現する」を果たすためには、納税者サービスの充実に努めるととも
に、適正な申告を行った納税者が不公平感を抱かないよう、適正・公平な課税・

徴収を行うことが重要と考えておりますが、その一方で、最近の税務行政を取り巻く環境は、経済取引
の国際化・複雑化などにより大きく変化するなど厳しさを増しています。このような環境変化の中で使
命を果たすためには、納税者の皆様の利便性の向上や課税・徴収事務の効率化・高度化など不断の見直
しを図るとともに、納税者の皆様からの税務行政に対する理解と信頼を得ていくことが何よりも重要で
あります。

このため、税務署といたしましては、適正な申告納税の推進と、納税意識の向上に向けた取組みにも
力を注ぎつつ、添付書類も含めた e-Tax の普及・定着、マイナンバー制度の一層の普及・定着、消費税
の軽減税率制度実施への対応及び期限内納付の確保、租税教育の充実、酒類産業の振興などに取り組ん
でまいります。

特に、消費税の軽減税率制度につきましては、制度の円滑な実施に向けて、事業者の皆様に制度の内
容を十分理解していただき、必要な準備を進めていただけるよう、引き続き皆様との連携・協調を図り
ながら、制度の周知・広報に取り組むとともに、初回申告に向けてより一層の周知・広報も見据えて取
り組むこととしておりますので、ご協力をお願いいたします。

今後とも花北法人会の皆様と意見交換をさせていただきながら、これまで培ってまいりました信頼・
協調関係をより一層深めてまいりたいと考えておりますので、引き続き、ご支援・ご協力を賜りますよう
お願い申し上げます。

最後に、花北法人会のますますのご発展と会員の皆様のご繁栄・ご健勝を心から祈念いたしまして、
着任のあいさつとさせていただきます。

着任のあいさつ

花巻税務署長
佐藤　秀春

花巻税務署　幹部異動状況（令和元年7月10日発令）
転　　　入 転　　出

署 長 佐藤　秀春 仙台国税局 一二三輝明 新宿税務署
徴 収部門統 括官 菅野　一城 仙台国税局 滝沢　有恒 東京国税局
個 人 第 二 統 括 官 谷藤　昌彦 盛岡税務署 大八木　学 仙台南税務署
法人第一統 括官 熊谷　幸一 秋田南税務署 吉田　俊行 秋田南税務署
法人第二統 括官 高橋　尚志 石巻税務署 小谷地和則 一関税務署
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花北法人会　第七回通常総会開催

令和元年はじめとなる第七回通常総会は、6 月 18 日（火）ホテルグランシェール花巻において多くの

会員と一二三輝明花巻税務署長様をはじめご来賓の皆様のご出席のもと開催されました。総会に先立ち、

花巻税務署長より当法人会に対して、「消費税軽減税率制度の周知広報活動の協力について」の署長感謝

状授与式が行われました。

平成 30 年度の事業においては、各委員会、部会、会員の活発な取組について事業報告をいたしました。

また、女性部会の創立 20 周年記念事業については、多くのご来賓を迎えたなかで、平成 28 年度の花巻

税務署長、樫野壮一郎様の記念講演をいただくなど盛大に開催することができました。

議事については、事前送付されていた「第七回通常総会議案書」により理事会で承認された事項の報

告が行われ、続いて収支決算、及び役員改選の審議、承認可決がされました。総会後の臨時理事会で会

長以下役員が再任されたほか、理事については奥山隆氏と高橋道夫氏の理事退任と、木村幸男氏と佐々

木信行氏の理事就任、専務理事については鎌田弘氏の退任により、後任の小原一彦氏の専務理事就任に

ついて承認されました。退任された三名の皆様におかれましては、法人会の運営にご尽力いただき心か

ら御礼申し上げます。なお、収支決算、及び新役員については花北法人会のホームページにも掲載して

おります。

ご来賓祝辞は、一二三輝明花巻税務署長様にいただき、また総会終了後に記念講演として「相続（税）

のよもやま話」の演題でご講話いただきました。懇談会においては講演していただいた一二三様をはじ

めとしたご来賓の方々と歓談するなど、当会員との連絡・協調を深めることができました。
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議事において、青年部会では、瀬川賢孝部会長が議長となり進行され①平

成 30 年度事業報告②令和元年度事業計画　について報告されました。併せて

令和元年度新役員体制について新青年部会長に伊藤隆一氏、副部会長に奥山

雅史氏（再任）吉田有芳氏（新任）が選任されました。

続いて女性部会では菊池房江部会長が議長となり、①平成 30 年度事業報告　

②令和元年度事業計画が報告され承認されました。

新役員体制については、新女性部会長に八重樫チメ氏、副部会長に笹木修

子氏・葛巻紀子氏（ともに再任）、佐々木啓子氏（新任）が選任されました。

来賓祝辞では、来賓を代表し一二三輝明花巻税務署長にご祝辞をいただき

ました。

記念講演は、及川義明北上市副市長に「北上市の現状と課題について」と

の演題でご講演いただきました。益々発展を遂げつつある北上市の現状につ

いて、聴講できる良い機会であったと来場者に大好評でした。

花巻・北上・西和賀の二市一町がよりいっそう発展していくことに期待が

高まります。

第７回 青年部会・女性部会合同事業報告会開催される

令和元年度新役員名簿

女性部会 氏名 法人名

相 談 役

高　橋　きよこ 新高電気㈱
高　橋　美枝子 東給食品㈱
大　澤　幸　子 ㈲対滝閣
菊　池　房　江 ㈱平藤

部 会 長 八重樫　チ　メ 富栄電気㈱

副 部 会 長
笹　木　修　子 ㈱花果
葛　巻　紀　子 ㈱南部家敷
佐々木　啓　子 ㈱中央コーポレーション

幹  　 事

久保田　清　子 ㈱久保田光学
菊　池　カナ子 ㈱岩手防火管理サービス
奥　山　寿　子 ㈱おくやま
小　原　美英子 ㈱あぶらや商店
伊　藤　純　子 ㈱伊藤染工場
中　村　慶　子 ㈱中村商会
藤　田　澄　子 ㈱三協製作所
阿　部　文　子 ㈱阿部電設
八重樫　徹　子 ㈱八重樫葬具店
熊　谷　清　子 ㈱亀屋
伊　藤　美恵子 ㈲夢工房
岩　舘　昌　子 ㈱ジョイスニッコー
佐々木　眞智子 佐々長醸造㈱
山　口　淑　子（有）山口商会
小　川　富　士 小川酒店
小田島　佐智子 成和建設㈱
佐　藤　さよ子 SS建築デザイン室（有）

青年部会 氏名 法人名

相 談 役
高　橋　徳　好 新高電気㈱
佐々木　信　行 高田工業㈱
瀬　川　賢　孝 ㈱石のセガワ

部 会 長 伊　藤　隆　一 ㈲伊藤治

副 部 会 長 奥　山　雅　史 ㈱おくやま
吉　田　有　芳 吉田コンクリート工業㈱

幹  　 事

高　橋　　　誠 高源精麦㈱
佐　藤　　　寛 ㈱佐藤組
藤　﨑　信　男 ㈱フジサキ
岩　舘　　　光 日興電気㈱
佐々木　暁　夫 ㈱北上開発
大久保　浩　二 ㈱大久保建設
赤　沼　範　高 ㈱赤沼商店
小　澤　憲　男 ㈱小沢商店
笠　井　　　健 北良㈱
伊　藤　泰　晃 ㈱風童社
気　仙　裕　介 プラント工業㈱
中　村　達　也 ㈱アジテック
三　田　　　啓 ㈱三田商会
高　橋　　　要 ㈱イル・デ・パン
高　橋　隆　紀 ㈱高嵩
平　野　太　基 牧子・平野建築研究所
軽　石　倫　史 ㈱展勝地
伊　藤　芳　徳（有）伊藤舗装工業
佐　藤　誠　吾（有）サトミ塗装
木　村　直　樹 ㈱木村設計Ａ・Ｔ
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花北法人会青年部会部会長となりました伊藤隆一と申します。北上市にて有限

会社伊藤治という不動産賃貸・管理業の会社を営んでおります。どうぞよろしく

お願いいたします。

青年部会は本年度も地域の次世代に税に関する知識を伝え、税に対する意識を

高めていく租税教室の実施はもちろんの事、我々自身も税のオピニオンリーダー

として自分自身の資質を高める勉強会も積極的に実施していきたいと考えており

ます。

また、北上市・花巻市・西和賀町がエリアという広域組織の利点をいかし、会

員相互の交流そして情報交換の場も設ける事ができればと考えております。

最後になりますが、青年部会の活動の実施にあたり、花巻税務署様ともしっか

りと連携をとり、関係各所との連絡を密にし、確実な一歩を踏み出す 1 年となれ

ば幸いです。会員の皆様 1 年間どうぞよろしくお願いいたします。

部会長就任にあたり

青年部会 部会長
伊藤 隆一

女性部会 部会長
八重樫 チメ

花北法人会女性部会部会長を務めさせて頂きます、八重樫チメと申します。

素晴らしい前会長菊池様から引き継ぐことになり、すごく不安な思いでおりま

す。

皆様からのご指導と、ご協力を頂きながら法人組織の一員として、研修・交流

での資質向上と、社会への貢献をめざす法人会活動の充実に努めたいと思ってお

ります。

どうぞ宜しくお願い致します。
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大阪造幣局税務視察研修を終えて

春の足音が聞かれる 3 月 12 日・13 日に、大阪造幣局の視察研修に向けて花巻空港を出発いたしました。

佐藤良介担当副会長を団長に女性部会総勢 13 名で参加し、初日は京都に滞在をして、南座と南禅寺で

京都の文化と味覚を堪能いたしました。

翌日造幣局を訪れ、明治の洋風建築の荘厳な佇まいに圧倒されました。

貨幣製造過程を視察後、庭園で二輪だけ咲いた早咲きの桜に出迎えられながら造幣博物館を訪れまし

た。

貨幣に刻まれてそれぞれの時代を牽引して来た通貨から、読み取れる歴史を学んできました。

昨年の東京印刷局では紙幣の製造過程を、今年の大阪造幣局では貨幣製造過程を視察し、税の絵はが

きコンクールの応募依頼事業にも視察研修を経てさらなる弾みがつきました。

また、この両日の体験を通して京都・大阪の街並みの変貌と共に、海外の影響を受け経済環境や文化

の在り方もさまざまに形を変えようとしている姿を目のあたりにし、感無量の思いを抱き戻ってまいりま

した。この現実を捉えながら、私たち女性部会も視察研修で得た経験を、地域経済活動へと繋げて行く

必要性を感じて来ました。

佐藤担当副会長様をはじめ女性部会の皆様の、温かい気遣いにより、より充実した研修となったこと

を感謝申し上げると共に、今後さらなる研鑽の場を踏むことの必要性を改めて感じた視察研修でした。


